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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

朗
ら
か
に

言
え
た
朝 

」

『
お
先
に
ど
う
ぞ
』が

４ 11
636

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
72

回
全
国
大
会
は
、
千
葉
英
也
全

国
大
会
実
行
委
員
会
委
員
長

（
北
海
道
議
会
議
員
）
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
続
い
て
、

古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長
が
、
次
に
、
佐
々
木
正
士

郎
道
路
局
次
長
（
国
土
交
通
大

臣
代
理
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

地
元
か
ら
は
鈴
木
直
道
北
海

道
知
事
、
秋
元
克
広
札
幌
市
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。
ま
た
、
鈴

木
宗
男
参
議
院
議
員
に
も
急
遽

挨
拶
を
頂
い
た
。

　

議
事
で
は
、
千
葉
英
也
全
国

大
会
実
行
委
員
会
委
員
長
を
議

長
に
指
名
し
議
事
に
入
っ
た
。

　

続
い
て
、
辻
直
孝
北
海
道
道

路
利
用
者
会
議
常
任
理
事
（
北

海
道
北
見
市
長
）
か
ら
道
路
整

備
を
求
め
る
意
見
発
表
が
行

わ
れ
、
大
会
決
議
案
を
工
藤

修
二
全
国
大
会
実
行
委
員
会
委

員
（
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
が
朗
読
し
、
全
員
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
第
73
回
全

国
大
会
に
つ
い
て
、
田
中
衛
長

野
県
建
設
部
長
か
ら
発
言
が
あ

り
、
令
和
５
年
10
月
中
旬
に
長

野
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
賛

成
多
数
で
了
承
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
外
崎
秀
人
全
国
大

会
実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
北

海
道
今
金
町
長
）
の
閉
会
の
こ

と
ば
に
よ
り
大
会
が
終
了
し

た
。

　

大
会
後
、
森
本
稀
哲
氏
（
元

プ
ロ
野
球
選
手
（
日
本
ハ
ム
・

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
・
西
武
）
）
に
よ
る

講
演
会
「
そ
の
先
の
〝
み
ち
〟

へ
全
力
疾
走　

～
ど
こ
に
も
チ

ャ
ン
ス
は
転
が
っ
て
い
る
～
」

が
行
わ
れ
た
。

《
関
連
記
事
は
２
・
３
面
》

　

本
日
は
大
変
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
、
ご
来
賓
と
い
た
し
ま
し

て
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
、

秋
元
克
広
札
幌
市
長
、
小
畑
保

則
北
海
道
議
会
議
長
、
鈴
木
宗

男
先
生
を
は
じ
め
、
地
元
を
代

表
す
る
大
勢
の
皆
様
方
に
こ
う

し
て
ご
参
集
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
か
ら

は
、
佐
々
木
正
士
郎
道
路
局
次

長
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様

に
ご
臨
席
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
も
、
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
ん
と
言
い
ま
し
て

も
、
全
国
各
地
か
ら
会
員
の
多

く
の
皆
様
に
こ
う
し
て
ご
参
集

を
い
た
だ
き
、
大
変
盛
大
な

全
国
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
平
素
よ
り
当

会
議
の
諸
活
動
に
各
般
に
わ
た

っ
て
、
ご
協
力
・
お
支
え
を
い

た
だ
い
て
い
る
会
員
の
皆
様

に
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
素
晴
ら
し
い
第
72
回
全
国

大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
実
行
委
員
長
で
あ
り

ま
す
千
葉
先
生
を
は
じ
め
、
委

員
会
の
皆
様
の
心
か
ら
の
あ
る

お
手
伝
い
、
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
ご
案
内
の
通
り
、
８

月
、
９
月
と
記
録
的
な
大
雨
や

台
風
に
よ
り
全
国
各
地
に
大
き

な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
災
害
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ

り
お
悔
や
み
と
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
44
名
の
尊
い

命
を
奪
い
、
北
海
道
全

域
が
停
電
と
な
っ
た
４

年
前
の
胆
振
東
部
地
震
も
、
い

ま
だ
に
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
近
年
、
激
甚
化
が
進

ん
で
い
く
中
で
、
我
々
は
い
か

な
る
時
も
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に

対
し
て
の
備
え
を
し
て
お
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
災
害
に
強

い
強
靭
な
国
土
づ
く
り
は
、
こ

れ
か
ら
の
子
供
た
ち
や
次
世
代

の
人
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
「
防
災
・
減
災
の

た
め
の
国
土
強
靭
化
５
か
年
加

速
化
対
策
」
の
今
年
は
２
年
目

で
は
あ
り
ま
す
が
、
５
か
年
で

終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
本
日

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
こ
の
５
か
年
加
速
化
対

策
後
も
引
き
続
き
ま
し
て
同
様

の
措
置
が
継
続
さ
れ
る
よ
う

に
、
今
か
ら
皆
様
と
一
緒
に
大

き
な
声
を
あ
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
の
解
消
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
等
々
の
山
積
す
る

課
題
が
あ
る
な
か
、
中
長
期
的

視
点
に
立
ち
、
計
画
的
に
道
路

整
備
を
推
進
し
、
強
靭
な
国
土

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

当
会
議
は
、
先
人
・
先
達
の

努
力
に
よ
り
ま
し
て
、
「
道
は

命
、
道
は
国
の
力
な
り
」
を
理

念
に
昭
和
24
年
に
設
立
さ
れ
、

今
日
ま
で
そ
の
時
代
そ
の
時
代

に
必
要
な
道
路
整
備
の
た
め
の

活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
道
路
を
造
る
だ
け

で
は
な
く
、
道
路
の
利
用
者
と

し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
ハ

イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
の
各
事
業

者
か
ら
の
様
々
な
ご
要
望
、
そ

し
て
国
土
交
通
省
や
高
速
道
路

会
社
な
ど
の
関
係
者
の
皆
様
方

と
一
体
と
な
り
、
そ
の
ご
尽
力

の
お
か
げ
で
着
実
に
、
事
業
者

側
の
要
望
も
一
つ
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
成
果
が
現
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
事
業

者
の
皆
様
方
、
道
路
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
方
々
に
改
め
て
、

様
々
な
ご
支
援
・
ご
協
力
に
こ

の
機
会
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
同
時
に
、
引
き
続
き
、
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願

い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
道
路
利
用
者
の

目
線
に
立
っ
た
道
路
整
備
の
必

要
性
・
緊
急
性
を
様
々
な
方
面

に
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
予
算
を
確

保
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
等
に

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
な

ど
、
今
後
と
も
一
丸
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

会
長
挨
拶

古
賀
　
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長

次
期
大
会
招
請
発
言

田中　衛
長野県建設部長

決
議
文
朗
読工藤修二

全国大会実行委員会
委員

（
公
社
）
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

閉
会
の
こ
と
ば外崎秀人

全国大会実行委員会
副委員長

北
海
道
今
金
町
長

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
10
月
20
日
（
木
）
北
海
道
札
幌
市
「
カ
ナ
モ
ト
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
第
72
回
全
国
大
会
（
臨
時
総
会
）
を
開
催
し
た
。
約
７
５
０
名
が
参
加
し
、
佐
々
木
正
士
郎
道

路
局
次
長
（
国
土
交
通
大
臣
代
理
）
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
、
秋
元
克
広
札
幌
市
長
、
小
畑
保

則
北
海
道
議
会
議
長
な
ど
、
来
賓
が
多
数
出
席
。
道
路
整
備
に
対
す
る
意
見
発
表
、
役
員
の
一
部

改
選
等
が
行
わ
れ
、
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
大
会

決
議
の
採
択
を
行
っ
た
。

全国道路利用者会議　第72回全国大会を北海道で開催

来
賓
紹
介

【
国
土
交
通
省
】

佐
々
木
正
士
郎
道
路
局
次
長
、

橋
本
幸
北
海
道
局
長
、
石
塚
宗

司
北
海
道
開
発
局
長

【
北
海
道
】

鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
、
秋
元

克
広
札
幌
市
長
、
小
畑
保
則
北

海
道
議
会
議
長

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
参
議
院
議
員
》

鈴
木
宗
男

【
高
速
道
路
株
式
会
社
】

由
木
文
彦
東
日
本
高
速
道
路
㈱

代
表
取
締
役
社
長
、
山
口
直
宏

中
日
本
高
速
道
路
㈱
建
設
企
画

部
長
、
赤
松
邦
康
西
日
本
高
速

道
路
㈱
建
設
事
業
部
長
、
渡
邊

良
一
首
都
高
速
道
路
㈱
計
画
・

環
境
部
長
、
山
田
哲
也
阪
神
高

速
道
路
㈱
取
締
役
兼
執
行
役

員
、
大
江
慎
一
本
州
四
国
連
絡

高
速
道
路
㈱
取
締
役
常
務
執
行

役
員

【
友
誼
団
体
】

増
田
博
行
（
一
社
）
日
本
道
路

建
設
業
協
会
副
会
長
兼
専
務
理

事【国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

伊
東
良
孝
、
神
谷
裕
、
佐
藤
英

道
、
鈴
木
貴
子
、
高
木
宏
壽
、

中
村
裕
之
、
堀
井
学
、
松
木
謙

公《参
議
院
議
員
》

岩
本
剛
人
、
高
橋
は
る
み
、
徳

永
エ
リ
、
橋
本
聖
子
、
長
谷
川

岳
、
船
橋
利
実
、
横
山
信
一

【
祝
電
】

井
本
宗
司
福
岡
県
大
野
城
市
長

《
衆
議
院
議
員
》

荒
井
優
、
伊
東
良
孝
、
逢
坂
誠

二
、
お
お
つ
き
紅
葉
、
神
谷
ひ

ろ
し
、
佐
藤
英
道
、
鈴
木
貴
子
、

武
部
新
、
道
下
大
樹
、
中
村
裕

之
、
渡
辺
孝
一
、
和
田
義
明

《
参
議
院
議
員
》

足
立
敏
之
、
岩
本
剛
人
、
高
橋

は
る
み
、
鶴
保
庸
介
、
徳
永
エ

リ
、
橋
本
聖
子
、
船
橋
利
実
、

横
山
信
一
、
若
松
謙
維〈敬

称
略
〉

計画的に道路整備を推進し、強靭な国土づくりを！


